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平成 25 年８月 26 日（月）
~８月 27 日（火）

新潟県長岡市及び燕市
鈴木隆司委員長、藤井精七
副委員長、角田秀明委員、
柏村栄委員、栗崎千代松委
員、大木義正委員

総
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委
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会

総

務

常

任

委
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会

日　　時：

場　　所：
派遣議員：

【
山
梨
県
昭
和
町
議
会
】

①
議
会
活
性
化

②
議
会
基
本
条
例

等
に
つ
い
て
研
修
を
実

施
し
た
。

『
議
会
活
性
化
』

「
学
ぶ
議
会
」
と
し

て
、
平
成
19
年
よ
り
山

梨
学
院
大
学
と
連
携
し
、

教
授
と
の
研
修
会
、
学

生
と
の
定
期
的
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

議
員
の
意
識
高
掲
を
図

る
。「

行
動
す
る
議
会
」

上
を
最
大
の
目
的
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
と

し
て
導
入
さ
れ
、
経
費

の
削
減
が
図
ら
れ
た
。

【
長
岡
市
の
研
修
】

長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
セ
ン
タ
ー
「
き
お
く

み
ら
い
」
で
は
、
平
成

16
年
10
月
23
日
発
災
し

た
新
潟
県
中
越
大
震
災

に
つ
い
て
の
被
害
、
復

興
ま
で
の
膨
大
な
情
報

が
集
め
ら
れ
、
災
害
の

体
験
を
未
来
に
語
り
継

ぎ
、
世
界
に
発
信
し
て

い
る
。

指
定
管
理
業
務
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
と
業
務
評

価
は
、
市
民
満
足
の
向

導
入
し
た
。

導
入
方
法
に
つ
い
て

は
、
公
募
型
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

提
案
募
集
に
よ
っ
て
、

市
職
員
で
構
成
さ
れ
る

審
査
委
員
会
に
お
い
て

業
者
を
選
定
し
た
。

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
接
客
業
な
ど
の

民
間
企
業
経
験
者
を
派

遣
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
と

市
職
員
へ
の
波
及
効
果

や
職
員
の
削
減
が
あ
げ

ら
れ
る
。

と
し
て
、
区
長
会
と
の

意
見
交
換
会
や
区
民
と

の
意
見
交
換
・
議
会
報

告
を
兼
ね
た
「
井
戸
端

会
議
」
を
実
施
し
て
い

る
。

『
議
会
基
本
条
例
』

「
改
革
・
変
革
す
る

議
会
」
と
し
て
、
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
議
員

と
し
て
の
心
構
え
を
改

め
て
確
認
す
る
た
め
、

議
員
と
し
て
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等

が
、
従
来
は
内
規
、
慣

行
、
申
し
合
せ
事
項
と

し
て
い
た
こ
と
を
、
条

例
と
し
て
い
る
。

山梨県昭和町議会から学ぶ議会改革

燕市の民間活力の導入の説明を受ける委員

災害体験を世界に発信する長岡市

平成 25 年７月 29 日（月）
山梨県昭和町議会
大木義正委員長、諸根重男副委員長、安井
敬博委員、加藤宏樹委員、薄葉好弘委員、佐
藤幸市委員、鈴木隆司委員、青山英樹委員、
熊田宏委員、角田秀明委員、柏村栄委員、藤
井精七委員、吉田伸委員、栗崎千代松委員 

日　　時：
場　　所：
派遣議員：

【
燕
市
の
研
修
】

窓
口
業
務
人

材
派
遣
委
託
事

業
に
つ
い
て
は
、

行
政
コ
ス
ト
削

減
、
定
員
適
性

化
の
確
実
な
推

進
、
民
間
活
力

の
導
入
に
よ
る
、

一
層
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
観
点
か
ら

行
政
課
題
を
民
間
活
力
の
導
入
で
解
決
す
る

長
岡
市
・
燕
市
へ


